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っ
か
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と
目
に
焼
き
付
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た
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い
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す
。 編

集

 

後
記

祝祭日には　　　　　　 を掲げましょう

金山町の人口は、 5,083人 （１月末現在）
男　性　2,503 人（－　5）
女　性　2,580 人（－10）
世帯数　1,723 世帯

▼１月の異動
　出生 4　人
　死亡 13　人
　転入 1　人
　転出 7　人
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Ｑ　金山の生活はどうですか？
Ａ　季節の移り変わりが綺麗で毎
　日を楽しみながら生活しています。
Ｑ　現在の活動を教えてください。
Ａ　金山のファンを増やすために活動しています。地
域の魅力発信（かわらばん「やんばい」や「みつける、
金山展」、SNSの投稿等）やサイクリングマップ作り、
町外の方に金山の暮らしを体験してもらうツアー、
金山校のサークルのサポートなどを行いました。
Ｑ　２年目に向けて今後の展望は？
Ａ　金山の特産品やオンライン料理などを組み込んだ
金山発の仕送り便などを企画しています。また、空
き家を改修し、地域内外の誰もが集まれる拠点を作
りたいと考えています。
Ｑ　みなさんへメッセージをどうぞ
Ａ　金山に来たときは誰も知らない、右も左も分から
ない私でしたが、今では町を歩いたら知り合いの方
と会えるようになりました。いつも暖かく見守って
くださり感謝です。これから金山町にとってプラスに
なる活動をしていきます。よろしくお願いします！

　令和３年の４月から地域おこし協力隊
に着任した本間真生さん、鈴木朋広さん。
集落支援員として着任した栗田伸一さん
に、１年間の活動や金山で感じたことを
Ｑ＆Ａ方式で聞いてみました！

地域おこし協力隊　本間　真生

Ｑ　 金山の生活はどうですか？
Ａ　１年を通して町で暮らす環境
　にようやく慣れてきました。
Ｑ　金山の好きなところは？
Ａ　八百屋や魚屋、金物屋など町の商店が残っている
ところ。大きな建物がなく空が広くて落ち着きます。
Ｑ　現在の活動を教えてください。
Ａ　神室スキー場の魅力化に向けて、ゲレンデの一部
で冬季間の馬の運動を兼ねてスノーチューブやタイ
ヤを馬で引いています。土日の天候条件の良い日に
は、スキー場来場者に試験的にチューブに乗車して
もらい、馬の存在、活動を知っていただけるように
活動しています。
Ｑ　２年目に向けて今後の展望は？
Ａ　町の新たな観光コンテンツとして馬車ツアーの展
開とともに、金山町民の足としての町馬車に挑戦し
ていきたいです。他にもイベント馬車など、馬が出
張し、金山町の色々な場所で馬の活動する姿を皆さ
んに見ていただく機会を増やしていきたいと考えて
います！

地域おこし協力隊　鈴木　朋広

Ｑ　金山の好きなところは？
Ａ　春夏秋冬がはっきり分
　かれるところ。
Ｑ　現在の活動を教えてく
　ださい。
Ａ　町の総合型地域スポーツクラブ事務局として、ス
ポーツ、健康、教育分野の課題解決へのアプローチ
を行っています。
Ｑ　２年目に向けて今後の展望は？
Ａ　スポーツ協会、スポーツ少年団、中学校部活動、
スポーツに関わることはワンストップでこなせる窓
口になり、外貨を稼げるコーチ業を確立し将来スポ
ーツで食べていける人材を作っていきたいと考えて
います！ 
Ｑ　みなさんへメッセージをどうぞ
Ａ　スポーツを通して健康を実感できる町にしたいで
す。「8,000歩20分」を流行らせます！

集落支援員　栗田　伸一

地域おこし協力隊
集落支援員

～～活動報告～～


